
バッテリーチャージャー 

取扱説明書 
 【品番】DHP-150 

---------------- -------------------- -------------------- -------------------- -------------- 

この度は「バッテリーチャージャー（DHP-150）」をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

＊本書を必ず最後までお読みいただき、商品を正しく安全にお取り扱いください。 

＊本書が必要になったとき、すぐ利用できるように大切に保管してください。 

---------------- -------------------- -------------------- -------------------- -------------- 

 

コバヤシデンソー株式会社 

〒720-0843 広島県福山市赤坂町赤坂 1415－3 

(M A I L) info@kikaiya.com 
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■はじめに 

 商品が到着しましたら７日以内に開封して中身/動作をご確認ください。 

付属品の欠品、破損、初期不良等がございましたらすぐに販売店にご連絡ください。 

 本製品を本来の用途以外には使用しないでください。また、改造はしないでください。 

 改造により故障及び損傷した場合は保証対象外となりますのでご注意ください。 

 調査を依頼される際の送料はお客様のご負担となりますのであらかじめご了承ください。 

 

 本書記載の内容は製品改良のため予告なく変更される場合があり、お届けした製品と本書記載の

内容に一部相違がある場合がございます。 

 本書記載の内容に反する取り扱いを行ったことにより生じた損害に関して、弊社または販売店は一

切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

 

■安全に関する表示について 

 

 

取り扱いを誤った場合、『使用者が死亡または重傷を負う危険

が想定され、その危険性が高い内容』のご注意 

 

誤った方法で使用すると、『使用者が死亡または重傷を負う危

険が想定される内容』のご注意 

 

誤った方法で使用すると『使用者が傷害を負うまたは物的損

害を負う危険が想定される内容』のご注意 
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■製品使用上のご注意 

 

 本商品の電源電圧は AC100V 50／60Hz です。その他の電圧では、使用しないでください。 

 本商品は日本国内での使用を目的として設計、製造されています。海外では使用しないでください。 

 本商品は、DC12V／24V の自動車用鉛バッテリー専用の充電器兼、エンジン始動器です。本書に記

載されている以外の電圧や種類のバッテリー充電、その他の用途では使用しないでください。 

 使用中、動作が不安定になったり、煙が出たり、刺激臭がした場合は、バッテリーが爆発する恐れが

あります。直ちに使用を中止し、よく換気を行い、その場から離れてください。 

 本体、赤色クリップ、黒色クリップ、電源プラグ等に、破損箇所や異常がある場合は、直ちに使用を中

止してください。 

 バッテリー充電・回復・セルスタート作業中に、赤色クリップ、黒色クリップの取り外しは、絶対にしな

いでください。 

 赤色クリップ、黒色クリップをバッテリーから取り外す時は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてく

ださい。 

 必ず屋内の換気の良い場所で使用し、屋内で保管してください。 

 本商品をバッテリーに接続する際は、赤色クリップ、黒色クリップ以外での接続はしないでください。 

 電源プラグを抜く際は、ケーブル部分を引っ張らず、電源プラグを確実に持って取り外してください。 

 電源プラグは、根元まで確実に差し込んで使用してください。また、電源プラグに埃などが付着してい

る場合は、取り除いて使用してください。 

 医療用電子機器の近くでは使用しないでください。 

 本商品に水を掛けたり、濡らせたりしないでください。故障の原因になります。また、濡れた手で使用

しないでください。 

 各種ケーブルの被膜に傷、剥離がある場合は、使用しないでください。 

 充電中は、お子様が近付かないよう注意してください。 

 各種ケーブルは、束ねたまま使用しないでください。 

 

 

 使用前に、車輌側の電圧及び、本商品の DC24V／DC12V 出カソケットの出力電圧を必ず確認してく

ださい。 

 トラック（DC24V 車）に使用する場合は、2個のバッテリーを直列に接続している位置のプラス、マイナ

ス端子、及び片側のバッテリー（DC12V）のみには接続しないでください。 

 破損の恐れがあるため、異なる容量・種類のバッテリーを同時に接続しないでください。 

 異なる電圧で使用すると、本商品やバッテリーの発熱、爆発する原因になります。 

 ニッカド、リチウムイオン、ニッケル水素バッテリー等の充電には使用しないでください。 

 マンガン、アルカリ、リチウム電池等の非再充電形バッテリーは充電しないでください。 

 凍結、損傷、変形、液漏れのあるバッテリーには使用しないでください。 

 並列接続で複数のバッテリーを同時に充電しないでください。 
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 バッテリーの充電・回復作業中は、絶対にエンジンを始動させないでください。 

 セルスタートを行う場合、1 回のエンジン始動操作は 5 秒以内、次操作までの 240 秒間のクールダウ

ン操作を厳守してください。 

 本商品の分解、改造、及び修理はしないでください。本来の能力を発揮出来なくなる恐れがあります。 

 本商品を乱暴に扱ったり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

 本商品に金属類や導電性のある物を差し込んだり、接続したりしないでください。ショート、発火の原

因になります。 

 各種ケーブルは無理に引っ張らないでください。また、無理に折り曲げたり、加工したりしないでくださ

い。 

 本商品の通風口は塞がないでください。 

 バッテリー充電中は、バッテリー内部から気泡が出ます。この気泡に火気が引火すると、バッテリー

が爆発する危険があります。絶対に火気を近付けないでください。 

 周囲に火の気、可燃性物質、爆発性ガスの無い、風通しの良い場所で使用してください。 

 使用前に、安全手袋、安全メガネ等を着用してください。また、貴金属等の導電性のある装飾品は取

り外してください。 

 バッテリー液が手に付いた場合は流水で洗い流してください。また、目や口に入った場合は、速やか

に流水で洗い流し、医師の診断を受けてください。 

 本商品を傾斜面や軟弱地で使用しないでください。使用中に安定せず、転倒して重大事故に繋がる

恐れがあります。 

 導電性のある場所に赤色クリップ、黒色クリップを置かないでください。 

 

 

 バッテリー端子が腐食している場合は、腐食部分を取り除いてから充電してください。 
 本商品は著しく消耗したバッテリーには使用出来ない場合があります。 
 本商品の使用後、持ち運びする際は、各種ケーブルがケーブルブラケットに確実に収納され

ている事を確認してください。 
 本商品が汚れた場合は、薄めた中性洗剤を染み込ませた布で拭き取ってください。 
 お手入れを行う際は、必ず各種ケーブルを取り外してください。 
 直射日光が当たる場所や、高温になる場所では使用・保管しないでください。 
 塩害、塵灰害、化学性ガス等の影響の受ける場所では使用・保管しないでください。 
 雨水や雪などの水分のあたる場所、湿度が極端に高い場所では使用・保管しないでくださ

い。 
 車輌のトランクルームなど振動の多い場所、落下の危険性がある不安定な場所などでは使

用・保管しないでください。 
 出力側ヒューズ（100A✕1、50A✕1）が溶断した場合は、付属のヒューズ、又は同等ヒューズ

と交換してください。他のアンペアのヒューズは絶対に取り付けをしないでください。刻印

のない付属のヒューズは、100A ヒューズとなります。 
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■製品仕様 

 

本 体 重 量 14.3kg 

搭 載 機 能 

・バッテリー充電 

・セルスタート補助 

・バッテリーリペア 

電 源 
AC100V（50/60Hz）、消費電力 1400W 

コード長さ：約 1.7M 

対 応 電 圧 DC12V／DC24V 

充 電 電 流 10A／25A（大電流） 

充電可能バッテリー 

鉛蓄電池（WET、MFWET、MF、EFB、GEL、AGM） 

容量：10～200Ah 

※著しく消耗したバッテリーにはご使用いただけません 

保 護 機 能 

・逆接続感知 

・温度異常感知 

・バッテリー不良感知 

・接触不良感知 

・12V/24V 誤接続感知 

※製品改良のため、仕様は予告なく変更される場合があります。 

 

■製品説明 

• さまざまな自動車用鉛バッテリーに使用可能な充電器 

• バッテリーを外さなくても、そのまま繋いでコンセントに差すだけで充電できます 

• 大型クリップでしっかりとバッテリーに繋ぐことができます 

• バッテリー状態を診断し、充電電圧・電流を制御して適正な充電を行います 

• 操作パネルのディスプレイで充電状況の確認ができます 

• 絡まりやすいケーブルはケーブルブラケットにすっきり収納できます 

 

 

  



6 

■パーツ名称 

 

 

 

 

① 赤色クリップ 

② 黒色クリップ 

③ 電源プラグ（3P→2P アダプター付き） 

④ 操作パネル 

⑤ ハンドル 

⑥ ケーブルブラケット 

⑦ DC24V／DC12V 出力ソケット 

⑧ 出力側ヒューズ（100A×1、50A×1） 
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■組み立て手順 

1. ⑤ハンドルのボール部分を押し込みながら、本体上部から⑤ハンドルを差し込んでください。 

⑥ケーブルブラケット取付部の穴に⑤ハンドルのボールを確実に固定してください。 

 

2. ⑥ケーブルブラケットをケーブルブラケット取付部へ、上部から差し込んで確実に固定してください。 

 

3. ①赤色クリップのケーブルプラグを⑦出力ソケットの奥まで差し込み、時計回転方向へ止まるまで回して

確実に固定してください。 

◆DC12V 出力で使用→①赤色クリップのケーブルプラグを⑦DC12V 出力ソケットへ差し込む 

◆DC24V 出力で使用→①赤色クリップのケーブルプラグを⑦DC24V 出力ソケットへ差し込む 
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■操作パネルの名称 
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No. 名称 説明 

❶ ディスプレイ 充電状況、モード、電圧、出力電流、エラーコード等を表示します。 

❷ ディスプレイボタン 

バッテリーの充電状況確認、ディスプレイ表示の ON に使用します。 

●ボルト（V） 

充電ステップ＋バッテリーの充電状態を充電電圧で表示します。 

●バッテリー（％） 

充電ステップ＋バッテリーの充電状態をパーセントで表示します。 

❸ 充電完了ランプ バッテリーの充電作業完了時に緑 LED が点灯します。 

❹ 充電ランプ バッテリーの充電作業中に橙 LED が点灯します。 

❺ エラーランプ エラー発生時に赤 LED が点灯します。 

❻ バッテリータイプボタン 

バッテリータイプの選択に使用します。 

●標準バッテリー（STD） 

オープンバッテリー（WET タイプ）、シールド／セミシールドバッテリ

ー（MF タイプ）、液式強化型バッテリー（EFB タイプ） など 

●ドライバッテリー（GEL） 

ドライバッテリー（GEL タイプ） 

●ドライバッテリー（ＡＧＭ） 

ドライバッテリー（ＡＧＭタイプ） 

❼ 電流切替ボタン 

充電電流の選択に使用します。 

選択中は白 LED が点滅し、充電が開始されると点灯に切り替わりま

す。 

●ディスプレイ「C10A」表示 

充電電流出力 10A 

●ディスプレイ「C25A」表示 

充電電流出力 25A 

❽ モード選択ボタン 

モードの選択、各作業の停止に使用します。 

●充電 

バッテリーの充電作業 

●スタート 

車輌のセルスタート作業 

●リペア 

バッテリーの回復作業 

●消灯 

各作業の停止 
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■充電状況 

本商品はバッテリー状態を診断し、バッテリー容量や診断結果に応じて充電電圧・電流を制御して適正な充

電を行います。 

充電曲線と充電ステップは下記を参考にしてください。 

※バッテリーの状態によっては、一部充電ステップをスキップして充電作業を進行します。 

 

 

 充電ステップ 説明 

ⅰ ANALYSING-1 充電前にバッテリーの状態、接続を確認します。 

ⅱ DESULPHATION 

パルス電流を印加し、バッテリーの電極板に付着

した硫酸鉛を分解し、バッテリーを活性化させま

す。 

ⅲ SOFT START 低電流から徐々に充電を行います。 

ⅳ CONTROLLED CURRENT CHARGE 

バッテリーの充電電圧を確認しつつ、設定した最

大電流で充電を行い、その後は電流を制御しな

がら充電を行います。 

ⅴ ANALYSING-2 バッテリーの充電状態を分析します。 

ⅵ CONSTANT OUTPUT CHARGE 
バッテリーに負担が掛からないように、電流を制

御しながら定電圧で充電を行います。 

ⅶ RECOVERY CYCLE CHARGE 
充放電の周期を整え、周期的な充電を再開しま

す。 

ⅷ ABSORPTION 
電流を制御しながら、定電圧でゆっくりと満充電

になるまで充電を行います。 

ⅸ ANALYSING-3 バッテリーの充電状態を分析します。 

ⅹ MAINTAING 

満充電になったことを示し、その後もバッテリー電

圧を継続的に確認し、電圧が低下すると補充電

を行います。電圧・電流を制御して充電を行うの

で、過充電にはなりません。 
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■充電時間の目安 

 

バッテリー容量 充電電流 急速充電時間 充電電流 定格充電時間 

200Ah 10A 16～24 時間 25A 6～10 時間 

100Ah 10A 8～12 時間 25A 3～5 時間 

60Ah 10A 5～7 時間 25A 2～3 時間 

40Ah 10A 3～4 時間 25A 1～2 時間 

※記載時間はあくまでも目安となります。バッテリーの種類や状態によっては、実際の充電時間と異なります。 

 

 

■充電方法 

※ バッテリーの状態によっては充電できない、又は十分に充電できない場合があります。 

※ ご使用になるバッテリーの取扱説明書も参考にして充電作業を行ってください。 

※ 本商品で充電可能なバッテリーは、オープンバッテリー（WET タイプ）、シールド／セミシールドバッテリ

ー（MF タイプ）、液式強化型バッテリー（EFB タイプ）、ドライバッテリー（GEL、AGM タイプ）です。 

1. 車輌のエンジンが停止していることを確認してください。 

2. 充電するバッテリーが車輌に搭載されている場合は、最初にマイナス端子を外し、続いてプラス端

子を外してください。 

※液栓付きバッテリーの場合は、バッテリーの液栓を全て取り外してください。 

この際、バッテリー液が減っている場合は、適正値まで補充してください。 

3. 本商品で充電するバッテリーの電圧（DC12／24V）を確認し、【組み立て手順（P.7）】で接続した赤

色クリップの出力に間違いがないことを再度確認してください。 

4. 本商品の赤色クリップをバッテリーの陽極端子（プラス）へ、その後、黒色クリップをバッテリーの陰

極端子（マイナス）へ接続してください。 

 

5. 本商品の電源プラグを家庭用コンセントに接続してください。 

接続すると操作パネルの各種 LED 及び、ディスプレイが一時的に全点灯し、本商品の電源が入り

ます。起動後、ディスプレイに接続中のバッテリーの容量が表示されます。 

6. バッテリータイプボタンでバッテリーのタイプを選択してください。 
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7. 電流切替ボタンで充電電流を選択してください。 

ボタンを押すごとに、『電流』の白ＬＥＤが点滅し、ディスプレイに充電電流値が表示されます。 

※設定後、ディスプレイ表示はバッテリー容量の表示に戻ります。 

8. モード選択ボタンで『充電』を選択してください。 

9. 『充電』選択後、ディスプレイに『CHARGE-ON』の表示が流れ、『電流』の白 LED が点灯します。 

その後充電作業が開始されると、ディスプレイに『CHARGING BATT-12』の表示が流れ、『充電中』

の橙 LED が点灯します。 

※DC24V 使用時は「CHARGING BATT-24」の表示が流れます。 

※充電ステップ『ⅰ：ANALYSING-1』の状態では充電中の橙 LED は点灯しません。 

10. 充電中にディスプレイボタンを押すと、その時点でのバッテリーの充電状況をディスプレイに表示す

ることができます。 

充電状況は、[充電ステップ]及び、[充電電圧]又は、[推定充電パーセント]で確認することができま

す。 

【例】DC12V 使用時に充電ステップが『ⅶ：RECOVERY CYCLE CHARGE』であるとき 

状態 ディスプレイ表示 

『ボルト（V）』に設定し、[充電ステッ

プ]＋[充電電圧]で確認 
RECOVERY CYCLE CHARGE BATT-12 BATT-13.8V 

『バッテリー（％）』に設定し、[充電ス

テップ]＋[推定充電パーセント]で確

認 

RECOVERY CYCLE CHARGE BATT-12 BATT-80% 

※充電ステップの表示内容に関しては、【充電状況（P.10）】を参考にしてください。 

※充電ステップⅰ、ⅴ、ⅸの『ANALYSING』時は『ANALYSING-1（2、3） BATT-12』とディスプレイに

表示が流れます。上記ステップは、バッテリー分析作業中の為、充電電圧及び、推定充電パーセン

トの確認はできません。 

11. 充電作業を中断したい場合は、モード選択ボタンを押してください。 

ディスプレイに『CHARGE-ＯＦＦ』の表示が流れ、バッテリー電圧表示に戻ります。充電作業を再開

する場合は手順 8 から操作を行ってください。 

また、本商品の操作を数分間行わなかった場合、ディスプレイ表示は消灯します。再度表示する場

合は、ディスプレイボタンを押してください。 

12. 充電作業が完了すると、ディスプレイに『ＣＨＡＲＧＥＤ BATT-12』又は、『ＭＡＩＮＴＡＩＮＧ BATT-12』

の表示が流れ、充電完了の緑ＬＥＤが点灯します。 

※ＤＣ２４Ｖ使用時は、『ＣＨＡＲＧＥＤ BATT-24』又は、『ＭＡＩＮＴＡＩＮＧ BATT-24』の表示が流れます。 

『ＭＡＩＮＴＡＩＮＧ BATT-12（24）』の表示が流れている場合は、バッテリー電圧を継続的に確認し、電圧が低下

すると電圧・電流を制御しながら補充電を行います。【充電状況（P.10）参考】 
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13. モード選択ボタンを押して、充電作業を停止してください。 

ディスプレイに『ＣＨＡＲＧＥ-ＯＦＦ』の表示が流れたことを確認し、電源プラグをコンセントから抜いて

ください。 

14. 黒色クリップを外し、その後、赤色クリップを外して、ケーブルブラケットに各種ケーブルを収納してく

ださい。 
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■セルスタート方法 

※本商品のセルスタート機能は、エンジン始動の補助用電源機能となります。 

本商品単体でのエンジン始動はできません。また、バッテリーの状態によってはセルスタートできない場合が

あります。 

 

1. 車輌のイグニッションキーが OFF になっていることを確認してください。 

2. 本商品でセルスタートするバッテリーの電圧（DC12／24V）を確認し、「組み立て手順（P.7）」で接続し

た赤色クリップの出力に間違いがないことを再度確認してください。 

3. 車輌のバッテリー配線を外さずに、本商品の赤色クリップをバッテリーの陽極端子（プラス）へ、その

後、黒色クリップをバッテリーの陰極端子（マイナス）又は、エンジンブロックに接続してください。 

 

この時、車の燃料系ラインには絶対に接続しないでください。 

また、赤色クリップ、黒色クリップのケーブルが車輌のベルトやファンに接触しないように注意してくだ

さい。 

4. 電源プラグを家庭用コンセントに接続してください。 

接続すると操作パネルの各種 LED 及び、ディスプレイが一時的に全点灯し本商品の電源が入ります。

起動後、ディスプレイに接続中のバッテリーの容量が表示されます。 

5. モード選択ボタンで『スタート』を選択してください（赤 LED 点灯）。 

6. 『スタート』選択後、ディスプレイに『START-READY』の表示が流れます。 

7. イグニッションキーを回して、エンジンを始動させてください。 

車輌のイグニッションキーを回すと、ディスプレイに 5 秒間のカウントダウンが表示され、その間エン

ジン始動の補助作業ができます。 

※エンジンが 5 秒以内（カウントダウン間）に始動しない場合は、ディスプレイに 240 秒間のカウントダウンが表

示され、その間本商品からの出力を停止しクールダウン作業を行います。 

カウントダウンが表示された場合は、イグニッションキーを OFF にして待機し、ディスプレイに『START-READY』

の表示が流れてから再始動を試みてください。 

それでもエンジンが始動しない場合は【充電方法（P.11）】を参考にし、充電電流 25A に設定後、数分間充電作

業を行ってから、セルスタート作業を行ってください。 

上記作業でエンジンが始動しない場合は、バッテリーの消耗、車輌側の故障が考えられます。 

8. エンジンが始動し、本商品のクールダウン作業完了後に、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
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9. 黒色クリップを外し、その後、赤色クリップを外して、ケーブルブラケットに各種ケーブルを収納してく

ださい。 
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■バッテリー回復方法 

バッテリーにパルス電流を印加し、消耗したバッテリーを活性化し回復させる機能です。 

※ 物理的に劣化したバッテリーを回復させることはできません。 

また、バッテリーの状態によっては回復効果が得られない場合があります。 

※ ご使用になるバッテリーの取扱説明書も参考にして、充電作業を行ってください。 

※ 本商品で回復可能なバッテリーは、オープンバッテリー（WET タイプ）、シールド／セミシールドバッテリ

ー（MF タイプ）、液式強化型バッテリー（EFB タイプ）、ドライバッテリー（GEL、AGM タイプ）です。 

 

1. 車輌のエンジンが停止していることを確認してください。 

2. 回復させるバッテリーが車輌に搭載されている場合は、最初にマイナス端子を外し、続いてプラス端

子を外してください。 

※液栓付きバッテリーに場合は、バッテリーに液栓を全て取り外してください。 

この際、バッテリー液が減っている場合は、適正値まで補充してください。 

3. 本商品で回復させるバッテリーの電圧（DC12／24V）を確認し、【組み立て手順（P.7）】で接続した赤

色クリップの出力に間違いがないことを再度確認してください。 

4. 本商品の赤色クリップをバッテリーの陽極端子（プラス）へ、その後、黒色クリップをバッテリーの陰極

端子（マイナス）へ接続してください。 

 

5. 電源プラグを家庭用コンセントに接続してください。 

接続すると操作パネルの各種 LED 及び、ディスプレイが一時的に全点灯し本商品の電源が入りま

す。起動後、ディスプレイに接続中のバッテリーの容量が表示されます。 

6. バッテリータイプボタンでバッテリーのタイプを選択してください。 

7. 電流切替ボタンで『リペア』を選択してください（橙 LED 点灯）。 

8. 『リペア』選択後、ディスプレイに『REPAIR-ON』の表示が流れ、リペアの橙 LED が点灯し回復作業が

開始されます。 

9. 回復作業中は、ディスプレイに『REPAIR-ON』の表示が流れ続けます。 

10. 回復作業を中断したい場合は、モード選択ボタンを押してください。 

ディスプレイに『REPAIR-OFF』の表示が流れ、バッテリー電圧表示に戻ります。 

回復作業を再開する場合は、手順 7 から操作を行ってください。 
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また、本商品の操作を数分間行わなかった場合、ディスプレイ表示は消灯します。再度表示する場

合は、ディスプレイボタンを押してください。 

11. 回復作業後は、自動的にバッテリー充電作業に移行します。【充電方法（P.11）参考】 

※バッテリーの状態によっては、回復できない場合があります。その場合は充電作業に移行されません。 

 

 

■保護機能及びエラーコードに関して 

ディスプレイにエラーコードが表示され、エラーランプに赤 LED が点灯します。 

保護機能 エラーコード 詳細 処置 

逆接続 Ｅ０１ 

バッテリーの端子に、赤色クリッ

プと黒色クリップが逆に接続され

ている 

バッテリーの端子にそれぞれ

正しいクリップを接続する 

温度異常 Ｅ０２ 

本商品の内部が高温になってい

るため、出力電流が 0になってい

る 

冷却後に再始動します 

※電源プラグをすぐに抜かない

でください 

バッテリー

不良 
Ｅ０３ 

バッテリーを充電しても電圧を維

持できない（回復しない／バッテ

リー上がり） 

他のバッテリーで試す 

またはバッテリー回復（P.16）を

お試しください 

接続不良 Ｅ０４ 

バッテリーの端子に、赤色クリッ

プと黒色クリップが正常に接続さ

れていない 

●赤色、黒色クリップを確実に

バッテリー端子に接続する 

●バッテリー端子を清掃する 

●他のバッテリーで試す 

●バッテリーに繋いである出力

端子を外して試す 

バッテリー電圧が1Vより低い（バ

ッテリー切れ） 

出力違い ＢＡＴＴ-ＭＩＳＭＡＴＣＨ 

DC12V 使用時に、DC24V バッテ

リーへ接続している 

※ＤＣ24Ｖ使用時にＤＣ１２Ｖバッテリー

へ接続した場合、バッテリーの消耗具

合によってはエラー表示されない場合

があります。 

正しいバッテリーを接続する 

または正しい出力ソケットを使

用する 

 


